



















































ることになる。 このとき小川は剣道講師を拝命している。それ以前の高等部の時代 は違い、国語、漢文、そ武道（柔道・剣道）の有資格者（教員）を輩出できることとなった。まさ これがその後の国士舘の伝統となる文武両学の魁であった。小川も斎村らとともにその一翼を担うことになったのである。一九四一（昭和一六）年には、剣道主任教授に任じられている（前掲「小川忠太郎範士年譜」 ） 。
国士舘の武道教育の礎を築いたのが斎村であるとすれ







ボクだった。 （中略）一年生にはむやみに長 竹刀を使わせないで、左手と左足を練 ようにしたんです。これで本当の構えができるんだね。　
これをやっている学校 京都の武専です。それは






















（一） 』 ） 。それでは、具体的にはどの様に導いていったのであろ
うか。また、その教えを学生は如何に受け止めていたのであろうか。 幸いにもその教えを書き留めた日記がある。一九四三 （昭和一八） 年に国士舘専門学校武道国漢科 （剣道）に入学し、一九四七（昭和二二）年に至徳専門学校を卒業した小野寅生氏の日記がそれである。同氏の日記には、 「〜先生御話」等として、その教えを書き留めている。中でも小川の教えが多数を占めている。ここでその幾つかを紹介してみたい。
構えた時は隙無く、構斬る時は全力を持ち捨身で切込め。打とう打とうするといかぬ。其の様な心を無くすと向ふから打れに来るものである 故に相手に委せ切ってあせって いかぬ。しかしこれは最後の事であって、此処迄で来るには努力であ 。結局後の勝利者は努力する者 ある。 （小川先生訓話）（ 「小野寅生日記」昭和二〇年四月一四日条）全力を出し尽してから、もを二、三本稽古をす 事。
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捨身とは其処から生れて来るのである。斯迄やらねば本当の稽古ではない。体操と何んの変 所無し。（小川先生御話） （ 「小野寅生日記」昭和二〇年五月五日条）
即ち、 「打とう打とうする」心には未だ「我」があり、
それを捨てるよう諭している。 「全力を出し尽してから、もを二、三本稽古をする」と うのは、体力的にぎりぎりの状態で 余計な事 考える術もない状態に自分を追い込み、無心の境地に近づかんとする のである。
また、こうした剣道で学ぶことのできる精神面の向上
を日常生活に直結できるよう指導してい 。
剣道と云ふものは妙なもので、相手に打たれて怒る者は無い。打れると云ふのは自分の悪るい所を打たれるのである た れば、あ！あそこが悪るかったのだな、 今度こそは打たれぬ様にしようと直すが、外で自分の悪い所を注意されると腹が立つ。そんな事では駄目である。常に道場に居 時と同じく、悪い所を注意されたら すなほに直ほさなければいかぬ。何時も道場に居る時 心を心として。 （小川先生御注意） （ 「小野寅生日記」昭和二〇年三月二日条）
人に認められようとしてはいかぬ。先ず自分を正しうして身を治む ば、人が自然に認めてくれる。偉くなるのは自分がするので無く人がするのである。故に己を正しく治むれば、機会さえあれば、何時でも偉らくなれる。がしかし人に依って其の機会が無い人 あるが、其 人はそれで好いのである。なぜならば、人間の根本である事は、己を正す事で るからである。其の半面、人に認めら ようと思っをる者は、事に望んで大事を成す事が出来な 。亦そうゆう 褒めらるれば喜び、誹らるれば落胆する。而して遂には神経衰弱 様になり、駄目にな 。己れを治め、正しうせよ。 （小川先生御話） （ 「小野寅生日記」昭和二〇年四月一三日条）
一つめは、剣道では、自分の隙を突かれ、打たれるこ






小川忠太郎範士剣道講話（一） 』 ） 。
また、とくに坐禅と読書、そしてそれに伴う「行」の
重要性を説いている。坐禅については、 「剣道で一番大事なのは、打った打たれたではなく心を明らめることだが、それが坐禅でできる。心が明らかになれば構えができる」 （ 「応無所住而生其心」 『不動智神妙録
　
小川忠太
郎範士剣道講話（二） 』体育とスポーツ出版社、一九九三年）とし、読書については、 「人間の体は栄養 休養鍛錬が必要だが 精神だって同じこと。精神の栄養は書物である。また書物は物事を行なう定規にな そして
良書には定規に狂いがない」としている。但し、 「禅でもそうだが、禅の本を読んだり話を聞いても、それだけでは、ただ知るだけ、ただ聞く けになってしまう。それでは意味がない。これはどうしたらいいかと言うと「行」によること。剣道なら稽古をやること。一に稽古、二に稽古、三に稽古。これ以外にない」 （前掲「わが座右の書」 ） 。もちろん稽古とは、当てっこではなく、捨身稽古である。そして禅の目的について次のように総括している。
























小川忠太郎範士剣道講話（三） 』 ） 。
